α-ヨードカゼインについて（予報） by 長谷川 嘉成
α-ヨードカゼインについて（予報）
著者 長谷川 嘉成
雑誌名 星薬科大学紀要
号 11
ページ 3-5
発行年 1962
URL http://id.nii.ac.jp/1240/00000014/
3長谷川嘉成：α一ヨードカゼインについて（予報）
Yoshinari　Hasegawa：Studies　onα一lodocasein．
　　Concerning　iodinated　casein，　Ishikawa　had　suggested　that　the　protein　should　be
partialy　iodinated　from　paper　e】ectrophoretical　data．　On　this　paper，　the　author　sep－
aratedα一iodocasein　from　iodinated　caseins，　and　iodinatedα一casein　with　Hipp’s　me－
thod　using　urea．　Then　the　two　substances　were　compared　by　electrophoresis．
　前報において石川1）は炉紙電気泳動法によるヨードカゼインの研究を行なった．その際に，ヨード化蛋白を分画
するためには，部分ヨード化にとどめたものを試料としなければならないことを報告している．著者は，α一ヨー
ドカゼインを単離する目的でカゼイン蛋白を部分ヨード化し，これよりα一ヨードカゼインの分画を行なった．一
方カゼインのヨード化も実施し，両者の電気泳動図を此較検討したのでここに報告する．
　カゼインの分画については多くの方法が報告されているが，2）－6）著者はWarner法，2）Hipp等の50％alcohol
法8）および尿素法4）を用いて行なった．その結果Warner法はHipp等も論じているように，大量蛋白を処
理するには不便であることを知った．また50％alcohol法による分画も良好でなかった．したがって本報では，
HiPP等による尿素法を参考にして分画を行なった．
　A）ヨードカゼインよりα体の分画結果
　Casein（Hammarsten）をヨード化して得た各種ヨードカゼインを実験の部言己載のように探索してα一および
β一ヨードカゼィンを得た（Table　I）．この表に見られるようにヨード化はα体がβ体に優先して行なわれるこ
とが分る．収得量もα体が良好である．
Table　I．　Yield　of　Iodocasein
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　B）α一カゼインのヨード化
　α一カゼイン＊）の0．5gに各種量のヨードを添加する．得られたα一ヨードカゼインのヨード含量と添加ヨードとの
関係はTable　Hに示される．この表に見られるようにヨード添加量20％においてα体のヨード化はピークである
ことが分る．
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TableH．　Iodination　ofα一casein
Sample
No． 　α一Casein（9）1 12ad〔led（g）　i　I2　added（％）
No．4
No．5
No．6
No．7
No．8
0．5
0．5
0．5
0．5
0．5
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0．05
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0、10
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C????????
12（9）in　theα一lodocasein（mg／9）
25．42
45．33
61．09
68．11
67．84
　C）α一ヨードカゼインの電気泳動像
　前記A）およびB）にて得たα一ヨードカゼインをチゼリウス電気泳動装置（日立製）にてベロナール緩衝液
pH8．6．μ＝0．1，4mA，107Volt．にて50分泳動させた’このパターン（Fig、1～4）より見るとNo．1および
No．4がもっとも純化され．た製品であることがわかる．
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Fig　l　Electrophoretic　Pattern　of　No．1
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D）α一ヨードカゼインの溶解度曲線
　No．4の製晶を用いて溶解度曲線を作成した．すなわちSerum　protein　refractometerを使用して溶存蛋白量
を測定し，溶媒は変性を起さないようにリン酸緩衡液pH8・1を選んだ．
　Fig　5のように，　No．4の製品は比較的純化されたものであることを示す．
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Fig　5　Solubility　Curve　ofα一lodocasein　No．4
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実　　験　　の 部
　1〕α一ヨードカゼインの分画
　Casein（Hammersten）309を1159の尿素および水270mlに溶かす（尿素濃度6．6M）．一方水1．2mlにKI　1．29を
溶かした液に120．3gを溶かし，10mlの水を加えて希釈する．尿素カゼイン溶液を撹絆しながらこれにヨードヨー
ドカリ溶液を添加する．そうして約5時間室温に放置する．
　ヨード化した溶液は室温にて122．3mlの水を徐々に撹拝しながら加える（尿素濃度4．63M）と，α一ヨードカゼ
インの沈澱ができる．これを遠心沈澱または傾斜法にて採取する．この粗α一ヨードカゼインはさらに1．2gの
NaClを含む水115ml中に尿素46gを溶かした6．6Ml尿素溶液に溶解して精製する．つぎに水115mlを加えて沈澱
させる，さらに不純物は4．7M尿素溶液で洗い除去する．これをアセトンにて数回洗液乾燥し白色の粉末を得る．
』又得量159．
　1〕β一ヨードカゼインの分画
　尿素濃度4．6Mとなす，ここで得られるごく少量の沈澱析出物はα一およびβ一ヨードカゼインの混合物である．
傾斜法にて上澄液を得る．3．3M尿素溶液は1．7尿素溶液に希釈し，希塩酸を1滴加えてpH4．7となす、粗β一ヨー
ドカゼインは水154ml中に尿素43gを溶かした4．6M尿素溶液に溶解し，水を用いて分割して精製する．さらに3．3M
尿素溶液には溶解するが，L7M尿素溶液には溶解しない．β一ヨードカゼインの純品を得る．α一ヨードカゼインと
同様の方法でアセトンにて洗條乾燥する．収得量2．5g．
　皿〕α一カゼインのヨード化
　Casein（Hammersten）30gを使用して前記実験1〕のα一ヨードカゼインの分画と同様の方法によりα一カゼイ
ンを分離する．収得量15．5g．
　つぎにα一ヨードカゼインのヨード化を行なう．ヨード化の方法は前記実験1〕のCaseinのヨード化と同様ヨ
ドヨー一ドカリ溶液を用いて行なった．
　IV〕　溶解度曲線作成法
　pH8．1の燐酸緩衝液を各10mlずつとり，α一ヨードカゼイン200mg，300mg，400mg，500mg，600mg，800mg
1，000mg，1，500mgを精秤し，それぞれ各試験管に入れる．変性を防止するため10°C前後に冷却し泡立たぬよ
う約5時間撹拝し一夜冷蔵し平衡に到達させる．上澄液を静かに3滴とりSerum　protein　refractometerにて定
量する．
終りにのぞみ，本研究の御指導を賜わった本学教授石川信雄博士に厚く感謝申上げます．
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